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0 ii aa となる場合を考える。 11   ii aa でなければならないから 

 

011   ii aa のとき 

011   ii aa となるには、 02 ia でなければならない。以下、 ,, 43  ii aa は 0 でなければならない。 

したがって、全ての項が 0 である数列  0,,0,0 A は題意を満たす数列の 1つである。 

 

111   ii aa のとき 

111   ii aa となるには、 12 ia でなければならない。 

122   ii aa となるには、 03 ia でなければならない。 

033   ii aa となるには、 04 ia でなければならない。 

以下同様に、このような数列は、 ,0,1,1,0,1,1 の繰り返しとなる。 

このような数列の最初の 3項が、 0,1,1 で始まったとする。題意を満たすには 0na でなければならない。 

すなわち、 0,1,1 のパターンが 1回以上並ぶから、 nは 3の倍数でなければならない。 

1,0,1 や 1,1,0 で始まったときも同様である。 

 

以上により 

nが 3の倍数でないとき  0,,0,0 A のみ 

nが 3の倍数のとき        1,1,0,,1,1,0,1,0,1,,1,0,1,0,1,1,,0,1,1,0,,0,0 A  ……(答) 


